
団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 233.8 ％） （達成度 115.0 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 114.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

巡回窓口業務を通じて、
各種制度の情報提供を図
り、多様化する課題に対
してワンストップで対
応。特にコロナ関連の政
策や制度についての相談
は、緊急性を求められる
ことから商工会公式ＬＩ
ＮＥアカウントを開設
し、様々な情報配信をタ
イムリーに情報発信する
ことを開始した。これは
非常に好評であり会員満
足度の向上に繋がった。
また、通年募集となった
持続化補助金の支援をす
ることで多くの企業が事
業計画の策定に繋がっ
た。
金融に関しては、コロナ
関連の制度融資は、緊急
的な資金繰り悪化の回避
が図れ有効であった。実績

数値
23

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導

商工会の職員が、個人事業
主等を対象に正しい記帳方
法や決算等の指導を行い、
適正な税務申告と経理の自
計化や計数管理による経営
力の向上を支援する。

事業を進めていく上で、
日々の記帳の重要さについ
て理解していただくととも
に、決算・申告に結びつく
指導を行った。
　指導対象事業者数　８６
件
　指導日数　７７３日
　指導回数　８３２回

小規模事業者

指標

指導対象事業者数

指標

目標
数値

600
実績
数値

1403
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

企業への情報配信
は重要性が高く求
められているが、
多くの企業が閲覧
するにはどのよう
にすべきか課題で
ある。本年度実施
した公式ＬＩＮＥ
アカウントの登録
会員を増やすこ
と、閲覧したくな
る見易さを改善し
ていく。
また、地元金融機
関との連携による
金融支援を始め、
経営革新等の認定
支援機関として各
種制度支援を目指
す。コロナ情勢に
より講師派遣や巡
回指導への支障を
鑑み、ＷＥＢ窓口
など試験的に実施
することで企業の
ＩＴ活用の浸透の
下地作りを図りた
い。

巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員等が小規模零細
企業を中心とした事業所へ
訪問。
融資等の金融相談、従業員
や企業規則等の労務相談、
申告時期の税務相談など、
経営全般について様々な相
談への対応をすることによ
り健全な企業の育成を図
る。窓口指導についても、
今まで以上に門戸を広げ、
経営改善に資する指導を行
う。

・巡回窓口指導実企業数323
企業
（内、非会員23企業・創業7
企業）
・巡回窓口指導延件数1,403
件
（内、非会員87件・創業30
件）
・課題解決提案件数23件
・経営革新計画承認件数1件
・地域弁護士制度2件
・田原市中小企業総合支援
事業補助金（創業補助金1件
/空き店舗補助金1件）
・持続化補助金申請件数
（一般型）
　申請件数24件（採択件数
20件）
（コロナ枠）
 申請件数3件（採択件数3
件）
・創業支援
　創業計画1件/創業融資1件
・事業計画策定支援9社

講習会事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な経営・金融・
税務・経理・労働・情報化
等の知識習得や時事的な問
題についての啓蒙を図り、
小規模事業者が抱える経営
上の問題点に対応する実務
的な講習会及び個別指導会
を開催する。

集団　経営一般　７回　９
５人
　

個別　労働　　　　１回
１人
　　　　金融　　　　１回
１人
　　　　税務　　　２２回
１５３人

小規模事業者

指標

講習会参加者数

自主申告納税制度
への理解を深め、
正しい記帳・申告
を推進し、経営力
の向上を支援して
いく。

目標
数値

87
実績
数値

86
目標
数値

実績
数値

年間を通しての記帳指導
と源泉・年調・決算申告
の指導を通し、申告納税
制度への理解と正しい記
帳による正しい申告の重
要性を認識してもらえ
た。
また、ｅ－Ｔａｘによる
電子申告も多くの事業主
がその利便性を認識し、
理解が深められた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

祭典事業（あつみ
夏まつり）

地域住民の賑わいやふれあ
いを通じて「まち」の活性
化を図るとともに、今後の
地場の産業発展を目指し
て、夏の風物詩である夜店
「あつみ夏まつり」を開催
し、地域の内側から「ま
ち」の元気を促進する。

コロナ感染防止対策が困難
と判断し、本年度は中止と
した。

商工業者

指標

笑店街参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

適宜ニーズにあっ
た内容及び時期を
思案し開催し、集
団講習会では密を
防ぐ体制を整えて
実施する。

目標
数値

218
実績
数値

250
目標
数値

指標

小規模事業者の経営等に
於いて、必要とされる事
項を開催することがで
き、受講者の資質の向上
を図ることができた。個
別指導では専門家より指
導を受けられ課題解決へ
と繋がり、経営計画に前
向きな姿勢をとれるよう
になった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年度は緊急事態
宣言解除後の感染
防止対策が不明瞭
であり安全確保が
図れないことから
中止としたが、次
年度は感染防止対
策の徹底を図りつ
つ、地域経済の循
環と商工業者の活
性化のため内容や
開催時期を見直し
て開催をしたい。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし

目標
数値

24
実績
数値

－
目標
数値

指標

今までの実施内容を見直
し、今後のコロナ禍での
実施に向けて検討するこ
とができ、新たな事業展
開をする見通しができ
た。 総

合
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 84.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 95.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｃ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 43.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

B Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 16.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

地域振興事業（貝
づくし渥美事業）

渥美半島の観光資源を活か
した物産品開発や観光サー
ビスについて調査・研究・
開発を行った結果、渥美の
観光食材づくりの位置づけ
として、「貝」を取り上
げ、平成２１年２月１４日
を皮切りに「貝づくし渥
美」をスタート。内容は、
渥美地区全域に「貝」を浸
透させ、「貝づくし渥美」
を根付かせ、観光客へ「貝
づくし渥美」をＰＲし活気
ある観光地への位置づけを
目的とする。

協力店全体会議等　５回
４月８日貝の日ＰＲ
動画でいなりんピックへの
参加
渥美半島菜の花まつりへの
協賛参加

飲食店、宿泊
施設を中心と
した商工業者

指標
新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

19
実績
数値

16
目標
数値

加入件数及び構成員数

指標

観光資源である貝の漁獲
量は依然として不安定な
状況が続いているが、貝
料理のＰＲと誘客を兼ね
てめぐる～めＱＲスタン
プラリー（愛知県委託事
業）に積極的に参加し集
客が図れた。また今後、
ＱＲコードを活用した取
り組みへの参考となっ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

商工業振興事業
（ポイントカード
等推進事業）

ポイントカード事業の推進
により、顧客確保、商圏内
からの購買力の流出防止や
大型店対策を図り、商工業
者の発展及び地域産業の活
性化を図る。

販売促進並びに消費者サー
ビスを目的として、カード
事業の宣伝活動及び共同売
出し、キャッシュレス現金
チャージ等のイベントを開
催。
また、カードの代わりとな
るスマホアプリを３月末に
導入。

折込チラシ等販売促進イベ
ント回数　１９回

事業加盟店

指標

販売促進イベント回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

行政・漁業組合等
と連携を図り、貝
の需要と供給のバ
ランスを認識しな
がら、渥美半島で
採れる貝のおいし
さを市内外へ伝え
る方法を企画す
る。

観光振興事業（ク
リーン事業）

地域小規模事業者が一団と
なって、渥美半島＝観光地
という認識を高め、お客様
を迎える体制作りをする為
にも、観光地にとって大き
な比重を占める清潔度を取
り上げ、小規模事業者によ
る渥美半島クリーン事業を
行う。

新型コロナウイルス感染症
感染防止の観点より、従来
の一堂に会し一点を重点的
に清掃することから、事業
所がそれぞれ事業所周りの
清掃をすることに変更。結
果きれいな渥美半島へ繋が
り、魅力ある観光地へと繋
がった。
　
開催期間　令和２年６月
参加事業所　１１件
参加者数　５２人

商工業者、ボ
ランティア

指標

参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

田原カードと連携
し、イベントがマ
ンネリ化しないよ
うに常にイベント
内容を精査し、加
盟店の負担になら
ない、簡単で誰も
が楽しめるイベン
トを模索する。
また、たまぽカー
ドホームページを
充実させ、スマホ
アプリの推進を図
る。

目標
数値

20
実績
数値

19
目標
数値

指標

隣接する地域のカード事
業と共同でイベントや店
舗情報を消費者へアピー
ルすることによるスケー
ルメリットを感じられ、
新規顧客の確保・購買力
の流出防止に繋げること
ができた。
キャッシュレス決済の利
便性が徐々に浸透しつつ
あり、加盟店利用者が増
えてきた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

人材育成事業（外
国人実習生受入事
業）

外国人技能実習生受入企業
の活性化と国際貢献を目的
として、外国から意欲ある
優秀な若者を受け入れ、わ
が国の優れた「技術･技能･
知識」を職場で実際に作業
をしながら習得し、帰国後
に母国の産業振興に寄与で
きる人材の育成を図る。

新規受入人数　１人
企業巡回１２回
技能検定試験の実施

新型コロナウイルスの影響
により、当初予定していた
実習生の入国が困難となっ
た。

渥美商工会会
員

指標

技能実習生新規受入人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

観光地であること
に意識を高め、集
客するためには何
が必要かを常に考
えさせるよう企業
の意識改革に努め
る。

感染症対
策とし
て、事業
実施場所
を拠点集
中型から
分散型に
変更した
が、周知
が不十分
であっ
た。

目標
数値

120
実績
数値

52
目標
数値

指標

渥美半島（伊良湖岬）は
観光地であるという認識
を高め、企業が協力し
合って、観光客を迎える
体制作りができ、「綺麗
な渥美半島（観光地）」
のイメージを形成するこ
とができた。

総
合
評
価

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青年部事業 青年部員間での交流や社会
福祉を通じて地域との関わ
りを持つことにより、地域
社会の発展に寄与する。

研修会およびコミュニ
ティー活動の開催、及び地
域活性化事業等の本会事業
への参加。また、随時、常
任委員会を開催。

青年部事業回数　４０回

青年部員

指標

事業の開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな受け入れ企
業の発掘に努め
る。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により実
習生の入
出国が途
絶えた

目標
数値

6
実績
数値

1
目標
数値

指標

小規模事業者の慢性的な
人材不足が、技能実習生
の受け入れを行うことで
安定的な人材を確保し生
産活動を維持し継続する
ことが可能となってい
る。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業内容を充実さ
せ、企画・運営を
通し、より良い人
材の育成に努め
る。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

40
実績
数値

40
目標
数値

指標

青年部事業を通して、地
域リーダーの後継者を育
成し、同世代の仲間との
交流や各種事業実施の経
験をする過程において自
分を磨き、企業及び地域
の後継者としての知識の
習得や人格形成ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 41.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 145.0 ％） （達成度 44.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

女性部事業 女性部員間での交流や社会
福祉を通じて地域との関わ
りを持つことにより、地域
社会の発展に寄与する。

コミュニティー活動の開
催、及び視察研修等の企
画、立案等。また、随時、
常任委員会を開催。

女性部事業回数　１０回
女性部員

指標

事業の開催回数

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続を行うことによ
り、中小事業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図る。

算定基礎賃金報告書に基づ
き労働保険料の申告・納付
（３期）。
労働保険に関する各種届出
の事務手続。
巡回・窓口指導など従業員
把握とともに、加入促進。
　
委託事業所数　54件

従業員を雇用
している商工

業者

指標

委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員の高齢化と事
業の廃業等による
部員数は減少傾向
にある。魅力ある
企画と事業を充実
させ加入勧奨に繋
げたい。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

24
実績
数値

10
目標
数値

指標

経営への参画、経営に必
要な知識の習得の他各種
事業等への企画・立案を
通じて他業種間の交流と
自己啓発が図られた。

総
合
評
価

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業（法人会事
業）

法人会の税務支援・地域貢
献の活動をサポートし、事
業運営に協力することによ
り、国・地方公共団体、地
域社会への貢献や発展のた
めの一助となり、ひいて
は、商工業の活性化に資す
る。

法人会本部及び関係団体と
の情報交換や連携を密にし
組織強化を図った。

本部事業　12回
本部事業研修会　中止

支部事業　7回
支部事業　研修会　1回

法人会会員

指標

各種事業の回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナによる雇用
調整助成金の相談
から新規加入が
あった。しかし、
事業廃止および従
業員不在による事
務委託解除は懸念
される。国内を始
め地域の人手不足
が改善されない限
り、現状を維持す
ることが今一番の
取り組みである。
また、コロナ関連
の制度情報は常時
配信していきた
い。

目標
数値

50
実績
数値

54
目標
数値

指標

労働保険料の納入を始
め、各種事務手続きを代
行することで、商工業者
の事務の負担軽減が図れ
た。また、労働保険相談
窓口として対応でき、企
業の適正な労働保険業務
に繋がった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

税務関係団体指導
事業（青申会事
業）

青色申告会等の税務支援団
体・地域貢献団体の活動を
サポートし、事業運営に協
力することにより、国・地
方公共団体、地域社会への
貢献や発展のための一助と
なり、ひいては、商工業の
活性化に資する。

源泉徴収事務、年末調整事
務、決算・確定申告事務を
開催。
税務研修会など会員相互の
交流事業を開催。
連合会及び関係団体との情
報交換や連携を密にし組織
強化を図った。

　役員会等　５回
　税務指導会　２３回
　管内事業への出席　８回
　関係団体への出席　１回

青色申告会会
員

指標

各種事業の回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年度は、コロナ
感染拡大の懸念か
ら事業中止が相次
ぎ思うように事業
活動が実施できな
かった。次年度は
感染防止対策を図
りつつ通常の事業
活動を柔軟に実施
していきたい。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止目標

数値
25

実績
数値

20
目標
数値

指標

支部事業を実施すること
で、地元経営者への税務
の啓発を図れた。その他
管内の小学校へ、新一年
生への「れんらくちょ
う」を配布し、法人会活
動のＰＲを図った。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

若手後継者等育成
事業

若手後継者である青年部員
が、地域経済の発展（マク
ロ）と小規模事業者の持続
的な発展（ミクロ）の両面
から、その課題解決に向け
た取り組みを行うことで、
地域経済の中心を担ってい
く者としての資質の向上を
目的とする。

事業承継セミナー
　開催日：１１月１９日
　参加人数：１１名

商工会青年部全国大会（熊
本）
　新型コロナウイルス拡散
防止のため中止

鳥羽伊良湖観光交流事業
　応募期間：１２月１８日
　　　　　　　　　　　～
３月２２日
　応募総数：１４５通

一般参加者
小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

１５日間申告の指
導会を開催した
が、依然として後
半の日程に参加者
が集中する傾向が
ある。次年度も同
様に２月中の早期
提出を呼び掛け時
間に余裕を持った
申告処理が出来る
ように改善を図
る。

目標
数値

40
実績
数値

37
目標
数値

指標

所得税を中心とした、源
泉や年末調整、決算書作
成及び消費税等、年間を
とおしての指導会の開催
により会員の方の税知識
の向上を図るとともに、
実際の申告等の業務にお
いても円滑な処理を行う
ことが出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

セミナーは事業承
継をテーマに知識
を身につける事業
の発展を目指す。
三河湾で繋がって
いる鳥羽市との交
流を深め、交通機
関である伊勢湾
フェーリー乗船客
の増加を目的とし
た企画を図る。目標

数値
100

実績
数値

145
目標
数値

地域探索型イベント応募数

指標

セミナー参加者数

広域的な連携を行うこと
により、田原市の魅力的
な地域資源をより広くＰ
Ｒし、地元客はもちろ
ん、観光客の取り込みが
できた。
また、青年部員がこれら
の地域経済の問題に対し
常に意識を持つ感覚を養
い、その解決に向けた経
験を身につけることで、
地域経済の中心を担って
いく者としての資質の向
上を図ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

25
実績
数値

11

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


